
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

かわさき市民アカデミー 2025 年度後期 

認定 NPO 法人かわさき市民アカデミー 
〒211-0064 川崎市中原区今井南町 28－41  

川崎市生涯学習プラザ 3 階 

TEL 044-733-5590 （問合せ時間：平日 9～16 時） 

FAX 044-722-5761  

ﾒｰﾙ info@kawasaki-c-academy.jp 

申込み期間 10/20（火）13：00 から 各受講希望日の７日前まで 

受講料 1 回につき 2,000 円（税込み、当日現金支払い） 

いくつでも申込めます（会場受講形式のみ、先着順受付） 

 

 

新たな
学び
のき
っか
け
に

「あの講座、いつも気になっているけど、 

１回でも受講できればいいのに」 

「お友達に勧めたけど、いきなり 12 回の講座を 

申込むのには躊躇しているみたい、 

１回体験できるような仕組みがあったらいいのにな」 

と思っている方、ぜひ≪単回受講≫してみませんか！ 

2026
年度

後期

ホームページ Ｘ（旧ツイッター） Facebook 

 

 

 

 

単回受講申込み 
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かわさき市民アカデミー 2026 年度後期 

単回受講 受講申込み書 

 

 

 

事務局記入欄 

 

 

 
 

事務局記入欄 

 
 
 
 

ふりがな 
 

申込み日 月    日 

氏名 

 
電話番号 ―    ― 

受講生番号 
（分かる方のみ） Ｗ 

住所 
〒    － 
 

アカデミーの
受講経験 

いずれかに〇をつけてください 

①現在受講生である ・ ②過去に受講したことがある ・ ③一度も受講したことがない 

（現在は受講していない） 

単回受講の 
受講経験 

いずれかに〇をつけてください 

単回受講を 過去に ①受講したことがある ・ ②受講したことがない 

申込みたい講座番号と日程を下記にご記入ください。 

 講座番号 日程  講座番号 日程 
 

講座番号 日程 

例 ７０１ １１/２（月） 例 ７１３ １１/２４（火） 例 ７４４  １２/ ２（水） 

1    /  （  ） 6    /  （  ） 11  /  （  ） 

2    /  （  ） 7    /  （  ） 12  /  （  ） 

3    /  （  ） 8    /  （  ） 13  /  （  ） 

4    /  （  ） 9    /  （  ） 14  /  （  ） 

5    /  （  ） 10    /  （  ） 15  /  （  ） 

申込み前に、「申込み方法・ご注意」ページの記載事項を必ずお読みください。 

 

申込書に必要事項を記入し、事務局へ持参・FAX・郵送でお申込みください。 

※FAX の場合は、送信後、到着確認の電話をおかけいただけると幸いです。 

※ホームページからもお申込みができます。 

 

申込み期間：２０２6 年１０月 20 日（火）13：00～各受講希望日の７日前（先着順） 

 

◆申込み・問い合わせ先：認定 NPO 法人かわさき市民アカデミー 

〒211-0064 川崎市中原区今井南町 28－41 川崎市生涯学習プラザ 3 階 

    TEL 044-733-5590 FAX 044-722-5761 メール info@kawasaki-c-academy.jp 

（お問い合わせは平日 9：00～16：00） 
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申込み方法・ご注意 

 

申込み期間：２０２６年１０月２０日（火）１３：００～各受講希望日の７日前（先着順） 

 

●申込み方法 

次のいずれかの方法でお申込みください。 

     ①ホームページからの申込み 

かわさき市民アカデミーホームページ→トップページの「単回受講」コーナーよりお申込みください。 

ネットメンバーの方は、連絡先等の入力時にログインすることで、住所などの情報をフォームに自動入力

することができます。この場合のみ、マイページにて申込み講座の確認等もできます。 

     ②申込み書の持参・ＦＡＸ・郵送での申込み 

      申込み書に必要事項を記入し、事務局へご提出ください。 

 

●申込み後 

満員等で受講不可能な場合を除き、申込み後に事務局からの連絡はありません。 

キャンセルの場合は、必ず事務局へご連絡ください。マイページで申込み講座が表示される方は、申込み締め

切り日まではマイページからもキャンセルができます。 

 

●受講料の納入方法 

受講料は１回 2,000 円です。当日会場受付で現金でお支払いください。（現金のみの取扱いとなります） 

 

●当日の講座・WS 開始までの流れ 

①開始時刻の３０分前～１０分前までに会場へお越しください。受付対応の都合により時間厳守でお願いします。 

遅刻した場合は、講座・WS の進行状況等により、ご参加いただけない場合があります。 

②単回受講の受付にて受講料を現金でお支払いください。 

③資料がある場合は、資料をお受け取りください。 

④会場は自由席です。お好きな席にお座りください。 

 

●注意事項 

 １回の申込みで１名（申込者）の受講となります。 

 先着順で受付けます。定員になり次第締め切ります。 

 受講形式は会場受講のみです。 

 申込みする回の数に制限はありません。（いくつでも申込めます） 

 キャンセルの場合は必ず事務局へご連絡ください。 

 申込みしていない回やキャンセルした回の資料のお渡しはできません。 

 講師は会場での講義を行う予定ですが、感染症の流行拡大状況や講師都合により、遠隔講義（講師が研究室等か

らオンラインで講義）に変更する可能性があります。会場の感染症への感染防止対策を行って開催いたしますが、

皆様も、お出かけ前の体調チェック等のご協力をお願いいたします。 

 

 
 

 

○個人情報の取り扱いについて 
当法人では、収集した個人情報を講座運営に係る連絡やパンフレットその他

の案内の送付等のために使用させて頂く場合があります。その際、特定非営利
活動法人かわさき市民アカデミー個人情報保護法針に基づき、個人情報の

漏洩、流出、不正利用がないよう、必要かつ適切な管理を行います。 



4 

単回受講とは・・・ 

かわさき市民アカデミーでは、１年を前期（４月～９月）・後期（10 月～翌年３月）の２学期に分けて様々な講座・

ワークショップを開講しています。 

継続的に学ぶことにより受講生による学びの深化や、受講生同士・地域などでの活動が広がることを目指し、講

座・ワークショップともに、６～１２回という長期間にわたるカリキュラムを編成しています。 

2026 年度後期に開講する講座・ワークショップのうち、講座の進行や運営上、受け入れ可能な回を「単回受講」

として１回だけでも受講できる機会を設けました。 

「単回受講」により、アカデミーでの新たな学びのきっかけを掴んだり、次の学期の受講選択につながることを期

待しています。 

 

単回受講が可能な講座・ワークショップ(WS)一覧（曜日順） 

講座名：現代事情講座 （テーマ名：激変する世界の中の日本の現在地と将来の展望 ― 国際政治経済の視点から）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：15 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

701 第 3 回 11/ 2(月) 
日本の経済安全保障  
― エネルギー安全保障の観点 

電力中央研究所社会経済研究所 

研究推進マネージャー・上席研究員 

上野 貴弘 

702 第 4 回 11/30(月) 
海外に依存する日本の食料事情から考える
食料安全保障 

杏林大学教授 三浦 秀之 

703 第 5 回 12/14(月) 
日本経済の将来  
― 少子化と外国人労働問題 

上智大学教授 岡部 みどり 

704 第 6 回 12/21(月) 
日本の財政は持続可能か？  
高市政権の財政政策を考える 

中央大学教授 國枝 繁樹 

 

講座名：国際関係講座 （テーマ名：パレスチナ・イスラエル紛争を考える）  

時間：13 時 00 分～14 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：15 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

705 第 2 回 11/ 2(月) 一神教としてのユダヤ教の世界 

日本女子大学名誉教授 
臼杵 陽 

706 第 3 回 11/ 9(月) キリスト教の拡大とユダヤ人迫害 

707 第 4 回 11/30(月) 
イスラーム教の成立とユダヤ教・キリスト教
との関係 

708 第 12 回  2/15(月) パレスチナ・イスラエル紛争の現状 
 

講座名：いのちの科学 （テーマ名：いのちとは何か、どう進化したか、生命の起源から自我までいのちの本質にせまる）  

時間：13 時 00 分～14 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

709 第 5 回 11/30(月) 
生物の絶滅を基準とした地球の歴史年表：
恐竜の絶滅を例として 国立科学博物館 理学研究部長 

佐野 貴司 
710 第 6 回 12/ 7(月) 

地球の歴史における大量絶滅：超巨大噴火
との関連について 

711 第 7 回 12/14(月) 
ショウジョウバエの発生生物学：遺伝学で解
く体を作るメカニズム 東京大学名誉教授 

多羽田 哲也 
712 第 8 回 12/21(月) 

ショウジョウバエの神経生物学：顕微鏡で観
る記憶のメカニズム 
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講座名：日本史講座 （テーマ名：近代日本の社会と文化 ― 戦争と文化）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分 会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

713 第 4 回 11/24(火) 華族たちの明治維新 日本大学教授 刑部 芳則 

714 第 5 回 12/ 1(火) 
従軍記者・正岡子規の登場  
― 日清戦争と文学 

明星大学名誉教授  
前田 雅之 

715 第 6 回 12/ 8(火) 国定教科書を考える ― 日露戦争と教育 元日本大学教授 関 幸彦 

716 第 7 回 12/15(火) 
第一次世界大戦の衝撃  
― 「大正時代の天祐」と大正デモクラシー 

日本大学講師 坂口 太助 

717 第 8 回 12/22(火) 
ロシア革命とシベリア出兵  
― 「大日本帝国」の諸相 

駒澤大学教授 加藤 聖文 

 

講座名：宇宙と地球の世界講座 （テーマ名：宇宙から地球・日本列島まで、世界の未来をみつめる）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 2 階 201 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

718 第 5 回 12/ 1(火) 
プレートテクトニクス概論 
：海洋底形成のメカニズムに迫る 

東京大学大学院 
工学系研究科教授  

中村 謙太郎   719 第 6 回 12/ 8(火) 
新しいレアアース資源「レアアース泥」 
：研究の軌跡と開発への展望 

720 第 7 回 12/15(火) 地球規模の水循環と気候変動 東京大学大学院 
工学系研究科教授  

沖 大幹  721 第 8 回 12/22(火) 世界の水資源と持続可能な開発 
 

講座名：連携（昭和音大）講座 （テーマ名：知っているようで知らない名作オペラ その 2）  

時間：10 時 00 分～11 時 30 分  定員：30 名 

会場：11/24（火）、12/15（火）1/12（火）は、新百合 21 ビル B2 多目的ホール、 

2/9（火）は、昭和音楽大学南校舎ユリホール   

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

722 第 3 回 11/24(火) ベッリーニ《ノルマ》について 昭和音楽大学教授 森田 学 

723 第 4 回 12/15(火) グノー《ファウスト》について 
昭和音楽大学講師 

関野 さとみ 

724 第 5 回  1/12(火) 
チャイコフスキー《エフゲニ・オネーギン》につ
いて 

昭和音楽大学准教授  
石川 亮子 

725 第 6 回  2/ 9(火) 
ポッペアの戴冠 〜 オペラにおける『美徳』
の敗北 「歌唱付き」 

昭和音楽大学講師 
上杉 清仁 

 

講座名：短期集中 101 講座 （テーマ名：二人の日本史～夫婦編～）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：新百合 21 ビル B２多目的ホール  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

726 第 2 回 11/10(火) 徳川家茂と皇女和宮 
東京学芸大学名誉教授 

大石 学 

727 第 3 回 11/17(火) 嵯峨天皇と檀林皇后・橘嘉智子 元日本大学教授 鈴木 哲 
 

WS 名：日本史 WS （テーマ名： 田口卯吉『日本開化小史』を読み解く）  

時間：13 時 15 分～15 時 15 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：5 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

728 第 4 回 12/ 8(火) 第 5 章「室町政府」の輪読と解説 (1) 

元日本大学教授 
関 幸彦 

729 第 5 回 12/22(火) 第 5 章「室町政府」の輪読と解説 (2) 

730 第 6 回  1/19(火) 『日本開化小史』総括 

テキストとして『稿本・日本開化小史』を使用します（アカデミーで用意します）。 
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講座名：野の自然学講座 （テーマ名：野の自然学（草花樹木でみどり学)） 

時間：13 時 30 分～15 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 2 階 201 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

731 第 5 回 11/24(火) 日本の自然保護の現在 
元野生動物保護管理事務所

代表 羽澄 俊裕 

732 第 9 回  1/19(火) 
雪の不思議  
～ 雪結晶の誕生から豪雪まで 

元防災科学技術研究所 
雪氷防災研究センター長 

佐藤 篤司 

733 第 10 回  1/26(火) みぢかな野鳥観察のすすめ 自然写真家・編集者 高野 丈 
 

講座名：みどり学Ⅰ講座 （テーマ名：自然に親しむみどり学(みどり学Ⅰ)）  

時間：13 時 30 分～15 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

734 第 7 回 11/24(火) 森の中でキノコが果たす大切な役割 
元千葉県立中央博物館研究員 

吹春 俊光 

735 第 9 回 12/15(火) 昆虫観察ステップ・アップ 昆虫写真家 森上 信夫 

736 第 10 回  1/19(火) 世にも美しい変形菌 自然写真家・編集者 高野 丈 

737 第 11 回  1/26(火) 
だから植物は面白い  
～ 自然界を支える植物の役割 

筑波実験植物園技能補佐員 
二階堂 太郎 

738 第 12 回  2/ 2(火) 豆から見えてくる日本の文化と歴史 樹木医 石井 誠治 
 

講座名：エクセレントⅢ講座 （テーマ名：「地中海文明と東アジア文明」～古代文明の二つの構図を読み解く）  

時間：14 時 00 分～15 時 30 分  会場：新百合 21 ビル B2 多目的ホール  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

739 第 3 回 11/10(火) 
地中海における古代文明（3） 
～ 共和制ローマと世界帝国 東京大学名誉教授 

本村 凌二  
740 第 4 回 11/17(火) 

地中海における古代文明（4） 
～ ローマの平和と古代末期 

741 第 5 回 12/ 1(火) 中国の古代文明 ～ 黄河文明と長江文明 
学習院大学名誉教授 

鶴間 和幸 

742 第 9 回  1/26(火) 
中国文明と古代日本（1） 
～ 魏志倭人伝の世界～ 

奈良県立万葉文化館 
名誉研究員 松尾 光 

743 第 11 回  2/ 9(火) 宇宙考古学への招待（1）～ 宇宙考古学とは 
東海大学 情報技術センター

研究員 惠多谷 雅弘 
 

講座名：経済講座 （テーマ名：日本のイノベーション戦略）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 2 階 201 会議室  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

744 第 7 回 12/ 2(水) 半導体産業の歴史と日本の挑戦 

横浜国立大学教授 
真鍋 誠司  

745 第 8 回 12/ 9(水) 日本自動車産業の発展 

746 第 10 回  1/13(水) AI 企業の動向と影響 

747 第 11 回  1/20(水) オープン・イノベーションの潮流 

748 第 12 回  1/27(水) 日本と世界のスタートアップー政策と課題－ 
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講座名：エクセレントⅠ講座 （テーマ名：世界を旅する㉟カリブ海世界・ツアー ～ 新旧大陸が交差した「歴史的空間」）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

749 第 4 回 10/28(水) 
奴隷貿易を展開した「寛容の国」オランダの
光と影 

千葉大学大学院教授 
水島 治郎 

750 第 6 回 11/25(水) 
カリブ海域におけるフランス語圏の島々の
歴史と文化について 

早稲田大学法学部教授 
中村 隆之 

751 第 9 回 12/16(水) 
ポストコロニアル時代の英領植民地  
～ 独立を選択しない理由 

大妻女子大学准教授 
伊藤 みちる 

752 第 11 回  1/20(水) 
米国の世界戦略と「裏庭」としてのカリブ海
世界 中央大学名誉教授 

国本 伊代  
753 第 12 回  1/27(水) 

グローバル化のなかのカリブ海世界  
～ EU・中国・日本との関係を読む 

 

講座名：政治・社会講座 （テーマ名：日常の政治学 ― 政治・身体・教育）  

時間：13 時 00 分～14 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 2 階 201 会議室  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

754 第 8 回 12/ 9(水) 
「言う」ための実践①ネトウヨ化したお父さん
に暴言を止めてと言いたい 

専修大学教授 
岡田 憲治 

755 第 9 回 12/16(水) 
「言う」ための実践②「男なら泣くな」と叱る
夫に言いたい 

756 第 10 回  1/13(水) 
「言う」ための実践③子どもに「ダメなやつ」
と言った教師・学校に言いたい 

757 第 11 回  1/20(水) 
「言う」ための実践④「戦争をやめて」と世界
に向かって言いたい 

758 第 12 回  1/27(水) 政治は私たちの生活に役立ちます 
 

講座名：環境とみどり講座 （テーマ名：SDGs と環境・みどり・防災）  

時間：10 時 15 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

759 第 6 回 12/10(木) 
再生可能な水素の製造技術としての太陽光
水分解 

信州大学特別栄誉教授・東京
大学特別教授 堂免 一成 

760 第 7 回 12/17(木) 気候変動適応に向けたグリーンインフラ戦略 
東京大学大学院准教授  

高取 千佳 

761 第 8 回 12/24(木) 西之島の噴火と小笠原諸島の成り立ち 
(国研)海洋研究開発機構固体地球

物質科学センター上席研究員 

田村 芳彦 

762 第 9 回  1/14(木)  クマの生態及び市街地出没の現状と対策 
東京農工大学教授 

小池 伸介 

763 第 10 回  1/21(木) 
みどりが人とまちに与える力  
― 植物・公園・里山の機能を科学する 

東京農業大学教授 
水庭 千鶴子 

 

講座名：音楽Ⅰ講座 （テーマ名：歴史の中のバッハの名作 第 2 期 ― ケーテン宮廷楽長時代からライプツィヒ聖トマス教会楽長時代）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：新百合 21 ビル B2 多目的ホール  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

764 第 4 回 11/12(木) 
ライプツィヒ聖トマス教会楽長時代のバッハ： 
その２ ― 「マタイ受難曲」を中心に 

桐朋学園大学名誉教授 
 西原 稔 

765 第 9 回  1/14(木) 
ライプツィヒ聖トマス教会楽長時代のバッハ： 
その５ ― 「ミサ曲ロ短調」を中心に 

766 第 10 回  1/21(木) 
ライプツィヒ聖トマス教会楽長時代のバッハ：そ
の６ ― 「チェンバロ協奏曲」を中心に 

767 第 11 回  1/28(木) 
歴史の中のバッハ ― バッハのその後の作曲
家への影響 

768 第 12 回  2/ 4(木) 
晩年のバッハ ― 「音楽の捧げもの」、「フーガ
の技法」を中心に 
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講座名：人間学講座 （テーマ名：生・老・病・死と人間 ― ひとは、それぞれの生をいかに受けとめ、生きてきたか）  

時間：13 時 00 分～14 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 2 階 201 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

769 第 8 回 12/10(木) お墓とあの世のグローバル・ヒストリー 東京大学准教授  冨澤 かな 

770 第 9 回 12/17(木) 意識と無意識の間で ― 推論する「心」 
十文字学園女子大学教授  

池田 まさみ 

771 第 10 回 12/24(木) 
なぜペットとの死別はつらいのか  
― ペットロスから考える人間らしさ 

ヤマザキ動物看護大学教授  
新島 典子 

772 第 11 回  1/14(木) 
女子大学学長としての日々から  
― 経済学が想定する人間像と市場像 

東京大学名誉教授／ 

大妻女子大学名誉教授 

伊藤 正直 

773 第 12 回  1/21(木) 「恥の文化」の現在地 ― 日本人と恥② 
日本女子大学准教授 

伊藤 由希子 
 

WS 名：環境とみどり WS （テーマ名：身近な環境・みどりから持続可能な社会を学ぶ）  

時間：13 時 15 分～15 時 15 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

774 第 5 回 11/26(木) 
川崎市における脱炭素社会の実現に向けた
取組 

川崎市環境局脱炭素戦略推進室 

金子 武史 

775 第 7 回 12/10(木) 都市緑地の維持保全の課題と方策 
千葉大学名誉教授 

藤井 英二郎 
早野聖地公園ボランティア 

776 第 8 回 12/17(木) 
化学品を中心とした廃棄物の資源循環につ
いて 

三和油化工業株式会社 

777 第 9 回 1/14(木) 
川崎の鉄道貨物輸送小史  
～ 東海道貨物線・神奈川臨海鉄道線・鶴見
線・南武線・武蔵野線 

法政大学講師 中川 洋 

 

講座名：音楽Ⅱ講座 （テーマ名：フリデリク・ショパン再考 ― 地政学的視点を交えて）  

時間：13 時 30 分～15 時 00 分  会場：新百合 21 ビル B2 多目的ホール  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

778 第 8 回 12/17(木) 
ショパンにとって《ポロネーズ》とは何だった
のか 

早稲田大学講師   
松尾 梨沙 

779 第 9 回  1/14(木) 《バラード》 ― 言葉のない「物語」 

780 第 10 回  1/21(木) 《スケルツォ》 ― 深刻な「冗談」 

781 第 11 回  1/28(木) 
ショパンの南欧趣味  
― マヨルカへの旅と《ボレロ》《タランテラ》 

782 第 12 回  2/ 4(木) 
現代のショパン  
― 二つの「ショパンコンクール」を通して 

 

WS 名：音楽・芸能 WS （テーマ名：「若」の一字にかける人生 ― 歌舞伎若女形考察）  

時間：13 時 30 分～15 時 30 分  会場：大山街道ふるさと館イベントホール  定員：5 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

783 第 4 回 11/12(木) 玉三郎の春秋 国立劇場元理事 織田 紘二 

784 第 6 回 12/ 3(木) 歌舞伎の三娘 歌舞伎研究家 大倉 直人 

785 第 7 回 12/10(木) 宝塚男役論 
武蔵野音楽大学講師 

阿部 さとみ 

786 第 9 回  1/28(木) 若女方の舞踊 歌舞伎研究家 大倉 直人 
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講座名：短期集中 102 講座 （テーマ名：近現代思想史を私鉄経営者から見る ― 小林一三から堤清二まで）  

時間：16 時 30 分～18 時 00 分  会場：新百合 21 ビル B２多目的ホール  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

787 第 2 回 11/12(木) 
小林一三と五島慶太の共通点と相違点につ
いて考えます 明治学院大学名誉教授 

原 武史 
788 第 3 回 12/10(木) 

堤康次郎と清二の関係や清二の小林一三観
を解説します 

 

講座名：世界史講座 （テーマ名：バルト海から黒海に広がる地域の国家と民族 ― 大国支配に抗する歴史）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：30 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

789 第 8 回 12/18(金) 
19〜21 世紀のラトヴィアの歴史①鉄道の
発展を通して考える 昭和女子大学名誉教授 

志摩 園子 
790 第 9 回  1/ 8(金) 

19〜21 世紀のラトヴィアの歴史②女性の
高等教育を通して考える 

791 第 10 回  1/15(金) 
フィンランドの独立に至るまでの道のり  
―アイデンティティの形成と近代国家の成立 東海大学准教授 

柴山 由理子 
792 第 11 回  1/22(金) 

フィンランドの危機への対応  
― 対ソ戦争から EU・NATO 加盟まで 

793 第 12 回  2/ 5(金) 
ポーランドと東部の領土  
― 多民族・多宗教の空間 

東京外国語大学准教授 
福嶋 千穂 

 

講座名：みどり学Ⅱ講座 （テーマ名：自然を楽しむみどり学(みどり学Ⅱ)）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：5 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

794 第 7 回 11/27(金) クマと人間と森林 
東京農工大学大学院教授 

小池 伸介 

795 第 11 回  1/22(金) 
だから植物は面白い  
～ 自然界を支える植物の役割 

筑波実験植物園技能補佐員 
二階堂 太郎 

796 第 12 回  2/ 5(金) 
いよいよ迫るサクラの危機！  
クビアカツヤカミキリの脅威 

樹木医 石井 誠治 

 

講座名：美術Ⅱ講座 （テーマ名：西洋美術史入門 ― 後期ルネサンス絵画の展開）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：新百合 21 ビル B2 多目的ホール  定員：20 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

797 第 4 回 11/13(金) 
ラファエッロによる「ヘリオドロスの間」の装
飾(2) 

多摩美術大学教授 
松浦 弘明 

798 第 10 回  2/12(金) カラヴァッジョの初期活動 

799 第 11 回  2/26(金) カラヴァッジョの聖堂装飾(1) 

800 第 12 回  3/12(金) カラヴァッジョの聖堂装飾(2) 
 
 

2027 年度前期の受講生募集は、  

2027 年 1 月上旬に開始！ 

ホームページには講座の詳細をはじめ  

様々な情報を随時掲載中。 

2026 年度 

後期 

パンフレット 
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講座名：科学が拓く新世界講座 （テーマ名：AI 時代の科学技術・地理情報へのアプローチ）  

時間：13 時 00 分～14 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：15 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

801 第 5 回 12/4(金) WebGIS とジオ AI で読み解く災害リスク 
慶應義塾大学教授 

河端 瑞貴 

802 第 6 回 12/11(金） 
赤色立体地図にはじまる地図革命：美しく脳
内に記憶できる地図をめざして 

アジア航測株式会社 
研究室長 千葉 達朗 

803 第 9 回 1/22(金) 
AI による森林情報収集の高精度化  
― Embedding を事例に 

千葉大学准教授 加藤 顕 

804 第 10 回 1/29(金) 
新たな情報基盤と AI がつくるあたらしい科
学の展望 

文部科学省科学技術・学術 
政策研究所研究室長 

林 和弘    
 

講座名：山の自然学講座 （テーマ名：山の自然学）  

時間：13 時 00 分～14 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 2 階 201 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

805 第 10 回  1/22(金) 地生態学をめぐる新しい話題 
(株)地域環境計画 増澤 直 

806 第 12 回  2/ 5(金) 生物多様性をめぐる新しい話題 
 

講座名：エクセレントⅡ講座 （テーマ名：転換期のなかの天皇たち）  

時間：13 時 30 分～15 時 00 分  会場：新百合 21 ビル B2 多目的ホール  定員：15 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

807 第 6 回 11/27(金) 
後白河天皇、後鳥羽天皇  
～ 院政システムの登場 

元日本大学教授 鈴木 哲 

808 第 7 回 12/25(金) 
後醍醐天皇、後村上天皇  
～ 「吉野」という記憶 その 1 

元日本大学教授 関 幸彦 

809 第 9 回  1/29(金) 
正親町天皇、後陽成天皇  
～ 戦国天下人と天皇 

東京学芸大学名誉教授 
大石 学  810 第 11 回  2/26(金) 光格天皇、仁孝天皇 ～ 幕末の変革 

811 第 12 回  3/12(金) 孝明天皇、明治天皇 ～ 幕末維新の激動 
 

WS 名：経済 WS （テーマ名：日本の財政 ― 「責任ある積極財政」を考える）  

時間：15 時 00 分～17 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：2 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

812 第 7 回 12/11(金) 
第 4 章：経済再生に向けた新陳代謝  成長
の担い手をどう育てるか 

横浜市立大学名誉教授 
金子 文夫 

813 第 8 回 12/18(金) 第 5 章：21 世紀の税制 税のイノベーション 

814 第 9 回  1/ 8(金) 
第 6 章：多様な時代のセーフティネット 
雇用の多様化と低迷する賃金 

815 第 10 回  1/15(金) 
「責任ある積極財政」とは Part2 
（予算案など新たな材料を討議しましょう） 

816 第 11 回  1/22(金) 
第 7 章：どうやって財政再建するか   
財政を自分事にする 

第４章～第 7 章はそれぞれテキスト「日本の財政ー破綻回避への５つの提言」（佐藤主光著 中公新書 2802 ¥946（税
込））の各章を指します。 
各回では発表担当者が要旨や疑問点・論点をまとめたレジュメを用意しますので、必ずしもテキストをご購入頂かなくとも
単回受講可能です。 
テキスト全体を把握されたい方は各自ご準備ください。 
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講座名：映像・メディア講座 （テーマ名：対立と分断の時代のメディアとジャーナリズムを考える）  

時間：15 時 00 分～16 時 30 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 4 階 401 会議室  定員：10 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

817 第 6 回 12/ 4(金) 
「ポスト真実」とポピュリズム  
― その歴史的展開について 

慶應義塾大学教授 
山腰 修三 

818 第 7 回 12/11(金) 
「メディアイベント」論 ― 社会の統合と分断
を理解するための新たな視角 

日本大学准教授 三谷 文栄 

819 第 9 回  1/ 8(金) 
中国のメディア政治  
― 情報統制と宣伝の巧妙化 

金沢大学准教授 工藤 文 

820 第 10 回  1/15(金) 
アメリカのメディア政治  
― 陰謀論政治の活性化 

慶應義塾大学教授 
烏谷 昌幸 

821 第 11 回  1/22(金) 
戦争の記憶をめぐる保存と実践  
― デジタルアーカイブの可能性 

早稲田大学准教授 
佐藤 信吾 

 

講座名：歴史（川崎学）講座 （テーマ名：川崎の祈り・信仰・宗教）  

時間：10 時 30 分～12 時 00 分  会場：川崎市生涯学習プラザ 3 階 301 会議室  定員：15 名 

講座番号 回 日程 学習内容 講師（敬称略） 

822 第 8 回 12/ 5(土) 
板碑に祈りを刻む川崎の人々 
川崎市域に点在する中世板碑に刻まれた文字や図

像から人々の祈りを読み解きます。 

アミガサ事件 100 年の会 
書記 関崎益男 

都筑・橘樹研究会会員 
小股 昭 

823 第 9 回 12/12(土) 
富士講から丸山教へ 
川崎で盛んだった富士講、そこから丸山教が生まれ

発展した理由を考えます。 

法政二中高育友会 
教育研究所元所長  

大庭 乾一 

824 第 10 回 12/19(土) 

武蔵吉良氏と川崎泉澤寺 ― 武家の期待 
宗教の思惑 
なぜ本地域へ吉良氏が進出したのか、浄土宗など宗

教勢力の動向から考えます。 

青山学院大学准教授 
谷口 雄太 

825 第 11 回  1/ 9(土) 
都市江戸における大師信仰と参詣文化 
江戸東京の川崎大師への参拝行動は、直線行動と

消費文化からなることを検証します。 
目白大学教授 鈴木 章生 

826 第 12 回  1/16(土) 

横浜市鶴見区生麦の「ジャモカモ」 ― 蛇の
信仰と民俗 
悪疫退散や豊穣祈願の祭を類例・神話・文学資料か

ら比較・考察します。 

國學院大學栃木短期大学 
教授 津島 昭宏 

 

かわさき市民アカデミー ～誰でもどこにお住まいでも参加できる市民大学～ 

 

「かわさき市民アカデミー」は 1993 年に(公財)川崎市生涯学習財団* 

の運営のもと開学し、川崎市およびその周辺の皆さまに学習を通じて 

「生きがい」と「地域社会への積極的な参加」を期待し、30 余年にわたり 

生涯学習の場を提供しています。 

2011 年 4 月より NPO 法人かわさき市民アカデミー 

(2007 年 4 月発足、2015 年 12 月認定 NPO 法人として認可) 

が主とした運営を担いながら、引続き(公財)川崎市生涯学習財団と協働しています。 

講座やワークショップの全体的な企画・編成は、学長・副学長をはじめとする 

学者、研究者などで構成される「カリキュラム企画・編成委員会」を中心に行っています。 

「かわさき市民アカデミー」は市民(受講生)の協力により運営されており、受講され 

る皆さまに講座運営・準備などのご協力をお願いしています。 
 
＊(公財)川崎市生涯学習財団は、かわさき市民アカデミーに対して地域協働講座の協働開催、学びの場の提供､ 

学習情報の収集、広報の支援などを行っています。 

講座・WSの 
企画・編成 
 

カリキュラム企画・ 

編成委員会 

 

 

運 営 

認定NPO法人 

かわさき市民アカデミー 

総会  理事会 

協働・支援 

 

市民(受講生) 
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会場地図 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

川崎市生涯学習プラザ 
▶東急東横線武蔵小杉駅南口より徒歩１０分 
▶ＪＲ南武線武蔵小杉駅西口より徒歩１５分 

▶ＪＲ横須賀線武蔵小杉駅横須賀線口より徒歩２０分 
 

新百合２１ビル多目的ホール 
▶小田急線新百合ヶ丘駅北口より徒歩２分 

 昭和音楽大学南校舎５階ユリホール 
▶小田急線新百合ヶ丘駅南口より徒歩４分 

大山街道ふるさと館 ２階イベントホール 
▶JR 南武線武蔵溝ノ口駅・ 

東急田園都市線溝の口駅より徒歩７分 
東急田園都市線高津駅より徒歩 5 分 
 

麻生文化センター内 

・麻生市民館 

・麻生図書館 


